
御嵩町第六次総合計画（案）に関するパブリックコメント実施結果

１　実施期間　令和８年２月６日（金）～２月２５日（水）

２　意見提出件数　９件（３人）

３　提出された意見と町の考え方

番号 意見 回答

1
・該当するものに〇をつけるとあるが、〇は図形から持ってくるのでしょ
うか？
　今後は、レ点をつけるような、簡単な形に修正をお願いします。

　パブリック・コメントは、より多くの方から声をいただくための貴重な機
会ですので、提出時のハードルを下げることは極めて重要であると認識
しております。
　今後は、より簡便に入力・選択いただけるよう、「レ点（チェックマーク）」
を入れる形式や、クリック等で選択できる方式へと様式を改善し、町民
の皆様がより意見を提出しやすい環境づくりに努めてまいります。

2

表紙の写真
・これは絶対に差し替えを検討して欲しい。
御嵩町がものすごい山の中の町に見えてしまいます。　家もなく、緑と岩
だけ。
ぽつんと一軒家に出てくるような写真です。

　表紙の写真につきましては、町民アンケートにおいて「御嵩町の自慢で
きるところ」として最も多くの回答をいただいた「豊かな自然」を象徴す
るものとして選定いたしました。
　また、本計画が掲げる「まちの将来像」との親和性を考慮した構図を採
用しております。町民の皆様の声を形にしたものであることをご理解い
ただければ幸いです。

3
・第6次総合計画の策定にあたっては、5次の評価、反省があってのこと
と思いますが、その部分に触れられていません。これでは10年毎に切れ
切れで、継続性がなくなってしまうのではないでしょうか。

　総合計画は、長期的な展望に基づき、一貫性を持って町の将来像を追
求するものです。第六次計画の策定プロセスにおいても、第五次計画の
評価結果をスタートラインとして、議論を積み重ねてまいりました。これ
までの計画で積み上げてきた成果を断絶させることなく、次代へとつな
ぐ「発展的な計画」として本案を取りまとめております。

4

・最近の町の書類には、“町民が誇りをもてる町”、というフレーズが頻繁
に出てきます。自分は、生まれ育った町ですので、当然に我が町に誇りを
持っています。外部から来た方にとっては、好きな町、楽しい町、暮らし
やすい町、愛着がもてる町、安全な町、といった表現になるのではない
でしょうか。
誇りを持てる町、とは、誇れる町、と言うことでしょうか？
理解してもらうためには、もう少しかみ砕いた説明が必要と思います。

　「町民が誇りをもてる町」というフレーズは、本町の将来を見据えた最
上位の理念として掲げているものです。これは、単に誇れる素材がある
ということだけでなく、ご指摘いただいた「好きな町」「暮らしやすい町」
「安全な町」といった日々の実感の積み重ねこそが、町への誇りに繋がっ
ていくという考えに基づいています。
　そのため、人によって「誇り」の捉え方は様々であると認識しており、本
町に関わるすべての方々が、それぞれの立場から「この町は良い町だ」と
実感できるよう施策を実施してまいります。



番号 意見 回答

5

・みたけ創生‼総合戦略、SDG’ｓ推進計画を内包したと書かれていま
す。
概要書の右上に、構成イメージとして総合戦略、ＳＤＧ’ｓが基本計画の下
に位置するような書き方がされています。
Ｐ１の三角形には書かれていません。
P46の丸い図では、総合戦略が総合計画の中に含まれる図です。
総合計画は町の最上位の計画ですから、基本構想、基本計画で完結で
す。
総合戦略、ＳＤＧ’ｓは別物だと思います。
本文を読んでも、総合計画の基本戦略と総合戦略の基本目標が多く
被っています。またそれぞれの施策も被っていて、項目の羅列状態です。
結論：総合計画から総合戦略、SDG‘ｓは外すべきと思います。

　地方創生総合戦略及びＳＤＧｓ推進計画と総合計画は、目指すべき将来
像や取り組むべき課題が共通していることから、それぞれ個別に運用す
るのではなく、第六次総合計画へ包含することにより、計画の推進・管理
の一体化と効率的な運用を図りたいと考えております。
　なお、国が策定した「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引
き」においても、地方版総合戦略としての目標や重要業績評価指標（ＫＰ
Ｉ）などの内容を備えている場合には、総合計画等と地方版総合戦略を
一つのものとして策定することが可能であると示されており、この指針
に沿って適切に運用してまいります。

6

まちの将来像･･･永く継ぐ、嵩く積む
永く継ぐは、なんとなく入ってきますが、嵩く積むは、クエッション？で
す。
御嵩の嵩を意識しての言葉でしょうが、この言葉だけでは、何を言いた
いのか分かりませんね。
キャッチコピーですから、“なんとなくわかる”、が必要ではないでしょう
か。

まちづくりの方向性
①	住んでいて誇りをもてるまち、②魅力があってみたけのファンを増や
せるまち
この2つの方向性は、まちの将来像の永く継ぐ、嵩く積む、とどのように
関連するのか、よくわかりません。
誇りをもてるまち、前述したように、何でしょう、どんな町でしょうか？
誇れる町と言うことでしょうか、住んでいて好きになれる町、この方が
スーと入ってきませんか。
みたけのファンを増やせるまち、住んでいる人が好きになってくれてこ
そ、外のファンも増やせるのではないでしょうか？
これらの言葉に込めた意味をかみ砕いて説明されないと、ならなか理解
は得られないように思います。

　まちの将来像については、御嵩町の総合計画という包括的かつ網羅的
な計画を端的に表現するものとして設定しております。別途、まちのブラ
ンド戦略に関する取組において、町民の皆さんに理解してもらいやすい
キャッチコピーを検討する予定としております。



番号 意見 回答

7

・基本方針、具体的取り組み、　記載されている通りだと思います。
ただ、総花的で、これだけのことができるとも思えません。
優先順位を決めて、絞っての実施が求められます。
・総合戦略、SDG,ｓ・・前述した通り、別物としてまとめるべきと思いま
す。
・本計画の推進について、本計画とは総合計画を指すのでしょうか？
総合戦略、SDG,ｓまで含む意味でしょうか？
やはり、内包してしまった形式に無理があるように思えます。
21世紀御嵩町教育・夢プランにおいては、教育大綱を切り離したとあり
ます。
この夢プランは、大綱が掲げる基本計画を具体化し、実践に移す実効的
な計画と位置付けています。
総合計画と総合戦略の位置づけもこれと同じではないでしょうか、繰り
返しになりますが、切り離した計画とすべきと思います。

　総合計画は、町の将来像を実現するための最上位計画であることか
ら、行政が担うべき幅広い分野を中長期的かつ網羅的に位置づける性
質を持つため、記述が多岐にわたる側面がございます。
一方で、限られた財源や人的資源の中で実効性を高めるためには、ご指
摘の通り優先順位の確立が不可欠です。本計画で掲げた各施策の具体
的な執行にあたっては、各分野の個別計画や年度ごとの予算編成にお
いて、社会情勢の変化や緊急性を踏まえた選択と集中を行い、着実な実
施を図ってまいります。
　地方創生総合戦略及びＳＤＧｓ推進計画と総合計画は、目指すべき将来
像や取り組むべき課題が共通していることから、それぞれ個別に運用す
るのではなく、第六次総合計画へ包含することにより、計画の推進・管理
の一体化と効率的な運用を図りたいと考えております。
　なお、国が策定した「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引
き」においても、地方版総合戦略としての目標や重要業績評価指標（ＫＰ
Ｉ）などの内容を備えている場合には、総合計画等と地方版総合戦略を
一つのものとして策定することが可能であると示されており、この指針
に沿って適切に運用してまいります。

8

「取組内容」の第２項「希少野生生物について…」の「生息状況を把握し生
息環境の保全のための対策」とありますが、継続的な施策により効果あ
るものにすることが必要です。第１項が具体的に述べられているのに比
べて不十分に感じられます。第３項の「保全活動」についても、効果のあ
る活動を継続的に行う施策が必要です。

　本項目における各取組内容の記載については、それぞれの推進体制や
担保のあり方に基づき整理を行っております。
まず、里山保全の項目におけるボランティアの確保や企業との協定につ
いては、それ自体を専門に定めた個別計画が存在しないことから、本計
画において「継続的」であることを明記することで、中長期的な取り組み
としての担保を持たせております。
　一方で、希少生物の保護に関する項目については、「第２期御嵩町環境
基本計画」を個別に策定しております。この個別計画において、具体的な
取組等を定めており、これに基づき事業を継続していくことを仕組みと
して担保しております。

9

表紙と14 ページと裏表紙についてです。
これは鬼岩公園の写真だと思いますが、この写真で何を伝えたいので
しょうか。意図が分かりません。里山、田園、宿場町など題材は他にある
と思います。

　表紙の写真につきましては、町民アンケートにおいて「御嵩町の自慢で
きるところ」として最も多くの回答をいただいた「豊かな自然」を象徴す
るものとして選定いたしました。
　また、本計画が掲げる「まちの将来像」との親和性を考慮した構図を採
用しております。町民の皆様の声を形にしたものであることをご理解い
ただければ幸いです。


